












われわれは先天異常の中で,代謝障害による疾患のモニタリングのために,その正確な診断

法の開発につとめてきた 1)2)。これまではそれぞれの検体を個別的に,用手法により分析

してきたが,もし多数検体を扱うことになれば,特殊な装置の開発が必要となる。 

先天性代謝異常の診断のためには,欠損酵素の同定,酵素反応の基質の蓄積の確認などがお

こなわれるが,これらの生体内化合物の種類は多く,現行の自動分析装置で操作をおこなう

には限界がある。そこで今回われわれは,高感度かつ特異的な化学定量法である酵素的サイ

クリング法を用いた自動分析装置の開発をはじめた。 


